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詩
に
語
ら
れ
た

｢現
代
史
｣

･-
-
愈

徳鄭
｢京
口
遺
憾

張彦
明

劉
伯
宣
郎
中
井
び
に

諸
友
に
呈
す

一
百
韻
｣
に
見
る
歴
史
叙
述
-稲

垣

裕

史

京都
大
学

一

は

じ

め

に

詩
と
い
う
文
膿
に
歴
史
が
綴
ら
れ
る
の
は
'
い
つ
の
頃
か
ら
だ
ろ

う
-

こ
こ
で
い
う

｢詩
｣
と
は
､
作
者
の
明
ら
か
な
観
音
以
降
の

詩
で
あ
り
'
｢歴
史
｣
と
は
同
時
代
史
の
こ
と
で
あ
る
｡
文
人
が
自

己
の
日
常
を
詩
に
う
た
う
と
き
'
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
同
時
代
史
的

事
象
が
必
ず
反
映
さ
れ
る
も
の
だ
が
'
そ
れ
ら
を
歴
史
叙
述
と
呼
ぶ

こ
と
は
で
き
な
い
｡
事
象
が
断
片
的
で
腰
系
化
さ
れ
て
お
ら
ず
､
ま

た
作
者
に
同
時
代
を
書
き
留
め
よ
う
と
す
る
意
園
が
な
い
か
ら
だ
｡

か
-
に
意
囲
的
に
書
き
留
め
て
い
た
に
せ
よ
'
そ
れ
は
断
片
的
な

｢記
録
｣
で
あ
っ
て
歴
史
叙
述
で
は
な
い
｡
歴
史
叙
述
と
は
'
歴
史

事
象
を
再
構
成
し
て
語
-
直
し
た
も
の
で
あ
る
｡
史
家
は
様
々
な
記

録
を
用
い
て
事
象
を
膿
系
化
し
'
み
ず
か
ら
の
言
葉
で
歴
史
を
語
-

直
す
｡
偶
然
に
反
映
さ
れ
た
歴
史
性
と
'
意
囲
的
に
書
き
留
め
ら
れ

た
記
録
'
そ
れ
ら
を
史
料
と
し
て
語
り
直
し
た
歴
史
叙
述
は
､
そ
れ

ぞ
れ
直
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

詩
に
限
定
せ
ず
'
賦
に
ま
で
視
野
を
贋
げ
る
な
ら
ば
へ
同
時
代
史

と
呼
び
う
る
作
品
に
北
周

･
庚
信

｢哀
江
南
賦
｣
'
北
奔

･
顔
之
推

｢観
我
生
賦
｣
が
あ
る
｡
す
で
に
多
-
の
研
究
が
あ
る
よ
う
に
'

｢哀
江
南
賦
｣
は
序
に
お
い
て

｢楚
歌
は
楽
し
み
を
取
る
の
方
に
非

ず
､
魯
酒
は
憂
ひ
を
忘
る
る
の
用
無
し
｣
と
､
い
わ
ゆ
る

｢郷
関
の

思
｣
を
主
題
に
匂
わ
せ
つ
つ
も
'
鹿
本
篇
で
は
同
時
代
の
政
治
史
を

中
心
に
叙
述
し
て
い
る
｡
そ
れ
は
昔
時
に
お
け
る

｢現
代
史
｣
と
言

①

い
換
え
て
よ
か
ろ
う

｡

一
方
'
詩
に
よ
る

｢現
代
史
｣
叙
述
を
文
学

史
の
主
流
か
ら
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
が
'
奇
し
-
も
庚
信
や
顔
之

推
の
ご
と
-
王
朝
交
代
の
混
乱
期
を
生
き
た
宋
末
元
初
の
文
人
'
愈

徳
鄭

(
1
二
三
二
-

一
二
九
三
)
が
そ
の
よ
う
な
長
編
叙
事
詩
を
残
し

て
い
る
｡
こ
こ
に
論
ず
る

｢京
口
遣
懐

張
彦
明

劉
伯
宣
郎
中
井
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び
に
諸
友
に
呈
す

1
百
韻
｣
(T侃
幸
斎
文
集
』
巻
二
㌧
以
下

｢京
口
遺

憾
｣
詩
)
で
あ
る
｡

宋
末
に
お
け
る
長
編
叙
事
詩
の
例
と
し
て
'
鑓
鐘
書

『宋
詩
選

註
』
は
江
元
量

｢湖
州
歌
｣
九
十
八
首
と
と
も
に
余
徳
鄭

｢京
口
遣

懐
｣
詩
を
奉
げ
て
い
る

(｢江
元
量
｣
解
題
)
｡
愈
徳
郷
は
史
家
で
は

な
い
し
'
卓
越
し
た
詩
人
で
も
な
い
｡
し
か
し
､
宋
末
を
賛
地
に
膿

験
し
た
謹
書
人
に
よ
る
編
年
健
の
歴
史
叙
述
'
し
か
も
そ
れ
が
詩
と

し
て
書
か
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
'
文
学
史
上
着
過
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
｡
現
存
す
る
唐
人
の
一
百
韻
詩
は
'
杜
甫

｢秋

日
襲
府
詠
懐

郷
監

李
賓
客
に
奉
-
寄
す

一
百
韻
｣
(『杜
詩
詳

注
』
巻

一
九
)
を
晴
夫
と
L
t
劉
南
錫

･
元
積

･
白
屠
易

･
李
商

隈

･
皮
目
休

･
陸
亀
豪

･
尊
荘
な
ど
の
作
が
侍
わ
っ
て
い
る
が
､

一

②

百
韻
と
い
う
形
式
に
歴
史
叙
述
の
系
譜
は
兄
い
だ
し
難
い

｡

ま
た
､

宋
初
の
王
丙
偶
に

l
百
六
十
韻
に
お
よ
ぶ
自
侍
的
な
長
編
詩

(｢講

居
感
事
｣'
『小
畜
集
』
巻
八
)
が
あ
る
が
'
自
博
か
ら
距
離
を
置
い
て

｢現
代
｣
を
物
語
る
作
品
は
類
例
に
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

二

｢現
代
史
｣
の
作
者
と
讃
者

ま
ず
作
者
愈
徳
郷
と
'
詩
題
に
見
え
る
人
物
に
つ
い
て
停
記
を
確

認
し
て
お
こ
う
｡

(

a
)

愈

徳

鄭

(
1
二
三
二
-
二
1九
三
)

愈
徳
郷
の
博
は

『至
順
鋲
江
志
』
巻

一
九
､
人
材
部

･
隠
逸

･
僑

寓
の
項
に
見
え
る

(括
弧
内
は
筆
者
注
)0

愈
徳
隣
'
字
は
宗
大
'
永
嘉
の
平
陽

(漸
江
平
陽
)
の
人
｡

末
の
賓
南
中
'
父
卓

鹿
江

(安
徹
底
江
)
令
と
為
-
て
'
京

=一

口

(江
蘇
鋲
江
)
に
僑
寓
し
､
因
-
て
蔦
に
家
す
｡
景
走
辛
酉

(二
年

'
〓
l六
1
)'
『書
経
』
を
以
て
郷
翠
に
魁
す
.
威
淳

発
酉

(九
年
'
二
一七
三
)'
『檀
記
』
を
以
て
漸
滑
に
魁
す
｡

ア.ノユ

め

蹄
附
の
初
'
阿

北

丞
相

騨

し
て
行
省
郎
中
と
為
す
も
就
か
ず
｡

行
大
司
農

･
司
江
断
行
省
､
累
ね
て
薦
む
る
も
皆
な
起
た
ず

･･････.
西
皐
の
趨
公
文
昌

(趨
葵
)'
滑
る
に
詩
を
以
て
し
て

日
-
･･････｡
卒
年
六
十
有
二
｡
自
ら
大
玉
山
人
と
壊
す
｡
『侃

寺
文
集
』
十
六
巻
､
『輯
聞
』
四
巻
有
-
.
紫
陽

(安
徽
欽
解
)
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中
開
文
学
報

第
七
十
七
冊

の
方
公
回
'
建
安

(福
建
建
甑
)
の
熊
先
生
禾
'
之
の
序
引
を

‥
,
薦
-
'
世
に
板
行
す
｡
弟
酉
馨
｡
子
四
人
､
庸

･
廉

･
希
魯

･

康
｡

愈
徳
郷
の
侍
記
は
不
明
な
鮎
も
多
い
｡
本
論
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い

て
以
下
に
考
諾
し
て
お
-
｡

(イ
)

学

歴

宋

･
熊
未
は
余
徳
郷
を
威
淳
九
年
の
進
士
と
し
て
お
-

(｢侃
寺
先

生
文
集
序
｣､
『侃
章
粛
文
集
』
巻
首
)'
後
に
作
ら
れ
た
停
記
資
料

(近

年
で
は
就
尚
書

『宋
人
別
集
叙
録
』
な
ど
)
も
こ
の
記
述
に
従
う
が
､

上
に
引
い
た

『至
順
錦
江
志
』
は
斬
漕

(南
新
持
運
使
の
管
轄
す
る
貢

院
)
に
お
け
る
漕
試

(解
試
に
相
首
す
る
)
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
み

で
t
の
ち
の
省
試
の
合
否
に
つ
い
て
梱
れ
て
い
な
い
｡
熊
未
が

｢進

士
｣
と
記
し
た
の
は
儀
産
的
な
修
辞
で
あ
-
'
賛
際
に
は
明

･
宋
凍

｢愈
先
生

(希
魯
)
墓
碑
｣
(『芝
園
績
集
』
巻
五
'
『宋
学
士
文
集
』
巻

六
五
)
に
明
記
さ
れ
る
ご
と
-
､
｢郷
貢
進
士
｣
で
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
｡
南
宋
最
後
の
科
挙
は
威
淳
九
年
か
ら
翌
十
年
に
か
け
て
賓

施
さ
れ
'
殿
試
は
二
度
に
わ
た
る
延
期
の
後
､
威
淳
十
年

(甲
戊
､

一
二
七
四
)
七
月
頃
よ
う
や
-
賓
現
し
た

(『宋
史
』
巻
一
五
六
選
挙
志

二
)

｡
『侃
奇
癖
文
集
』
を
播
-
に
へ
愈

徳
郷
は
同
年
六
月
に
杭
州
を

離
れ
て
お
り

(｢甲
成
遊
肝
江
六
月
二
十

一
日
替
武
林
｣
詩
'
巻

一
)､
殿

試
に
摩
じ
た
形
跡
は
み
と
め
ら
れ
な
い
｡
『至
順
鎮
江
志
』
の
編
者

は
愈
徳
郷
の
子
'
愈
希
魯
で
あ
る
か
ら

(清
･
劉
文
洪

『至
順
銭
江

志
』
校
勘
記
)'
同
書
が
愈
徳
郷
の
最
終
学
歴
を
明
記
し
な
い
の
は
父

へ
の
配
慮
と
思
わ
れ
る
｡

(
口
)

交

際

威
淳
年
間
'
愈
徳
郷
に
は
政
府
高
官
の

一
人
で
あ
っ
た
責
高
石

(生
卒
年
不
詳
)
と
の
繋
が
-
が
認
め
ら
れ
る
｡
愈
徳
郷
に

｢寿
沿

江
黄
制
置
｣
七
首

(巻

1
)
が
あ
-
'
そ
の
副
題
に

｢威
淳
壬
申

(八
年
'
一
二
七
二
)
の
作
'
故
書
を
関
し
て
偶
た
ま
之
を
見
､
昔
日

賓
間
に
陪
従
す
る
の
善
を
追
感
す
る
に
'
刺
去
す
る
に
忍
び
ず
'
凄

然
と
し
て
名
節
の
保
ち
難
き
を
恨
み
､
時
偶
の
遇
え
難
き
を
歎
-

也
｣
と
あ
る
｡
詩
は
威
淳
八
年
の
作
､
副
題
は
後
年
の
追
記
で
あ
る
｡

『宋
史
』
に
よ
れ
ば
､
威
淳
八
年
昔
時
､
沿
江
制
置
使
の
任
に
あ
っ

た
の
は
呉
草

(威
淳
五
年
三
月
に
節
令
､
六
年
五
月
に
沿
江
別
置
宣
撫
使
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と
な
る
)'
副
使
は
夏
貴

(成
淳
四
年
十
二
月
に
辞
令
)
で
あ
り
'
前
任

者
に
黄
姓
は
兄
い
だ
せ
な
い
｡
愈
徳
郷
の
い
う

｢沿
江
責
制
置
｣
は
､

ヽ
ヽ

お
そ
ら
-
威
淳
六
年
九
月
'
沿
海
制
置
使
と
な
-
'
同
九
年
五
月
'

権
戸
部
尚
書
衆
知
臨
安
府
と
な
る
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
､
黄
高
石

⑨

で
あ
ろ
う

｡

｢蕎
沿
江
黄
制
置
｣
詩
の
副
題
で

｢名
節
の
保
ち
難
き

を
恨
む
｣
の
は
､
徳
砿
二
年

(
一
二
七
六
)
五
月
､
黄
高
石
が
元
朝

に
蹄
順
し
た
た
め
で
あ
る

(
『元
史
』
世
租
紀
六
)｡
宋
凍

｢愈
先
生
墓

碑
｣
は
愈
徳
郷
と
黄
高
石
の
関
係
に
解
れ
て
い
な
い
が
､
愈
氏
の
系

譜
を
記
す
に
あ
た
-
'
い
わ
ゆ
る

｢武
臣
｣
で
あ
っ
た
黄
筒
石
を
避

忌
し
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
､
余
徳
郷
の
文
集
に
は
他
人
の
た
め
に
起
草
し
た
代
筆
表
葦

が
多
数
収
録
さ
れ
て
お
り
､
な
か
で
も
責
松
岡
な
る
人
物
の
た
め
の

代
筆
が
多
い
｡
｢賀
生
皇
子
表
｣
(巻
一
三
㌧
原
注

｢戊
申
｣へ
成
淳
四
年

十
月
に
生
ま
れ
た
度
宗
の
皇
子
､
憲
を
指
す
)
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
'

こ
の
黄
松
岡
も
ま
た
黄
高
石
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
黄
高
石
は
史
博
に

そ
の
字
鋸
が
見
え
な
い
が
'
｢高
石
｣
と

｢松
岡
｣
は
名

･
鋸
の
組

み
合
わ
せ
と
し
て
不
自
然
で
は
な
-
'
ま
た
表
葺
の
奏
上
を
許
さ
れ

る
者
は
相
麿
の
身
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
｡

詩
に
語
ら
れ
た
｢現
代
史
｣
(稲
垣
)

(
ハ

)
文

集

『至
順
鋸
江
志
』
に
記
さ
れ
る
ご
と
く
､
か
つ
て
愈
徳
郷
の
別
集

に
は

『滅
杢
律
髄
』
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
る
方
回
の
序
が
あ
っ
た
｡

こ
れ
よ
り
後
に
作
ら
れ
た
熊
未
の
序

(前
出
'
皇
慶
元
年
作
､
一
三
1

二
)
に
も
'
｢紫
陽
の
方
侯
'
亦
た
文
名
を
以
て
L
t
公
と
交
源
す

る
こ
と
最
も
久
し
｡
嘗
て
公
の
集
に
序
し
､
其
の
遺
事
を
載
す
る
こ

と
'
博
を
作
る
が
如
-
然
り
｡
且
つ
能
く
晩
節
を
保
つ
を
以
て
'
而

し
て
之
に
心
服
す
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
方
回
の
序
は
現
存
す
る
元

刻
本
に
附
さ
れ
ず

(天
緑
琳
邪
叢
書
第
一
輯
所
収
元
刻
本
は

『文
集
』
十

六
巻
に

『侃
葦
粛
輯
開
』
四
巻
を
合
わ
せ
た
二
十
巻
本
'
本
稿
に
引
-
愈
徳

郷
の
詩
文
は
こ
れ
を
底
本
と
す
る
)'
『四
庫
提
要
』
(巻
1
六
五
)
は
方

回
の
愛
節
を
嫌
っ
て
刑
去
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る

(四
庫

全
書
本
の
底
本
は
湖
北
巡
撫
抹
進
十
六
巻
本
'
『提
要
』
及
び

『四
庫
採
進

書
目
』
参
照
)

｡

方
回
の
序
は
､
彼
の

『桐
江
集
』
八
巻
､
『桐
江
績
集
』
三
十
六

巻
に
収
録
さ
れ
ず
'
『全
元
文
』
(第
七
冊
)
の
侠
文
に
も
見
え
な
い
｡

さ
ら
に
言
え
ば
､
余
徳
郷
と
方
回
い
ず
れ
の
別
集
に
も
両
者
の
関
係

J7



中
団
文
筆
報

第
七
十
七
肝

を
窺
わ
せ
る
詩
文
は
兄
い
だ
せ
ず
'
熊
未
の
い
う

｢交
源
す
る
こ
と

最
も
久
し
｣
い
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い

(た
だ
し

『桐
江
集
』
に
は
詩

が
収
め
ら
れ
ず
'
『績
集
』
に
は
残
閑
が
多
い
)｡
『桐
江
集
』
を
播
け
ば

気
づ
-
こ
と
だ
が
､
昔
時
方
回
の
文
名
を
慕
っ
て
序
蚊
を
依
頼
す
る

人
士
は
多
-
'
愈
徳
郷
の
息
子
も
そ
の
l
人
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
｡
た
ま
た
ま

｢其
の
遭
事
を
載
す
る
こ
と
博
を
作
る
が
如
-
然
｣

る
方
回
の
序
文
を
謹
ん
だ
熊
未
に
と
っ
て
'
両
者
の
関
係
が
親
密
に

思
わ
れ
た
と
い
う
の
は
十
分
に
あ
-
得
る
だ
ろ
う
｡
と
も
あ
れ
'
い

わ
ゆ
る

｢遺
民
｣
で
あ
る
愈
徳
郷
と
'
｢武
臣
｣
に
あ
た
る
方
回
と

の
間
に
何
ら
か
の
接
鮎
が
あ
っ
た
事
賓
は
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
｡

(b
)

張

焔

(
一
二
二
五
-
1
二
八
八
)

張
煩
'
字
は
彦
明
'
『元
史
』
巻

一
七
〇
に
博
が
あ
-
'
愈
徳
郷

よ
り
七
歳
年
長
で
あ
る
｡
父
は
済
南
の
商
人
で
'
煩
は
は
じ
め
故
郷

の
補
吏
で
あ
っ
た
｡
中
統
元
年

(宋
景
走
元
年
'
一
二
六
〇
)'
中
書

省
操
と
な
っ
た
後
は
各
地
を
特
々
と
し
'
至
元
十

一
年

(宋
成
淳
十

年

'
一
二
七
四
年
)'
准
西
等
路
行
中
書
省
左
右
司
郎
中
と
し
て
軍
用

物
資
の
補
給
に
昔
た
る
｡
至
元
十
三
年

(宋
徳
砿
二
年
'
一
二
七
六
)'

揚
州
攻
略
戦
の
功
に
よ
り
揚
州
路
線
管
府
達
魯
花
赤
と
な
-
'
同
十

五
年

(『元
史
』
は
十
六
年
)
に
鋸
江
府
線
管
府
達
魯
花
赤
と
な
る
｡

『至
順
鋲
江
志
』
巻

一
五
㌧
元
刺
守
の
項
に
よ
れ
ば
'
鋸
江
府
で
の

任
期
は
至
元
十
五
年
十

一
月
か
ら
同
十
六
年
五
月
で
あ
-
'
同
府
に

住
む
愈
徳
郷
と
交
際
し
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
ろ
う
｡
そ
の
後
蹄
郷
L
t

八
寓
巻
の
書
物
を
済
南
の
府
撃
に
寄
贈
し
た
と
い
う
が
'
か
な
り
の

蔵
書
家
で
あ
っ
た
ら
し
-
'
余
徳
鄭

｢済
南
張
氏
寓
巻
堂
記
｣
(巻

九
)
に
は
彼
の
収
集
癖
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

(

C
)

劉

宣

(
一
二
三
三
-
一
二
八
八
)

劉
宣
'
字
は
伯
宣
'
『元
史
』
巻

1
六
八
に
侍
が
あ
-
'
余

徳
鄭

よ
-
も

一
歳
後
輩
で
あ
る
｡
早
-
か
ら
元
朝
に
仕
え
'
至
元
十
二
年

(
一
二
七
五
)
に
中
書
戸
部
郎
中
'
の
ち
行
省
郎
中
に
移
り
､
翌
年

の
江
南
平
定
後
'
知
松
江
府
と
な
る
｡
愈

徳
郷
に

｢迭
劉
伯
宣
平
松

江
府
五
首
｣
(巻
五
)
が
あ
る
よ
う
に
'

両
者
の
交
際
は
宋
の
蹄
順

以
前
か
'
遅
-
と
も
そ
の
直
後
に
始
ま
っ
て
い
る
｡
ま
も
な
く
同
知

新
西
宣
慰
司
事
と
し
て
五
年
間
つ
と
め
､
の
ち
江
西
湖
東
道
提
刑
按

察
使
と
な
る
｡
愈
徳
鄭

｢迭
劉
伯
宣
尚
書
序
｣
(巻
一
〇
)
に

｢太
原

Jg



マ
マ

の
劉
公

江
右
に
亭
刑
す
る
の
二
年
｣
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
'
提

刑
按
察
使
と
し
て
の
任
期
は
お
よ
そ
二
年
間
で
あ
っ
た
｡
至
元
二
十

三
年

(
l
二
八
六
)
に
砥
部
尚
書
t
の
ち
吏
部
尚
書
を
雇
て
､
二
十

五
年
に
行
董
御
史
中
丞
と
な
る
｡
こ
の
と
き
江
断
行
省
丞
相
の
忙
古

壷
と
折
り
合
い
が
悪
-
'
誕
害
さ
れ
て
自
殺
し
て
い
る
｡
元
朝
の
地

方
高
級
官
僚
で
あ
っ
た
劉
量
は
学
問
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
ら
し
-
'

本
俸
に

｢暇
な
れ
ば
則
ち
往
き
て
国
士
祭
酒
許
衛
に
従
い
'
理
学
を

講
明
す
｣
と
あ
-
t
の
ち
の

『宋
元
撃
案
』
(巻
九
〇
)
で
は
許
衡
の

魯
蘭
学
案
に
名
を
連
ね
て
い
る
｡
な
お
'
劉
宣
は
愈
徳
郷
の
別
集
に

序
を
書
い
た
方
回
と
交
際
が
あ
-
'
方
回
に

｢寄
劉
伯
宣
南
昌
｣
詩

(『桐
江
績
集
』
巻

三
)'
｢寄
伯
宣

尚
書
士
常

吏
侍
｣
二
首

(巻

一
二
)'

｢喜
劉
伯
宣
尚
書
至
｣
五
首

(巻
一
三
)
な

ど
が
博
わ
っ
て
い
る
｡

三

詩
に
語
ら
れ
る
宋
末
史

｢京
口
遣
懐
｣
詩
は
宋
元
詩
の
代
表
的
な
選
集
に
採
録
さ
れ
て
い

な
い
｡
後
世
'
愈
徳
郷
の
詩
文
は
未
の
遺
民
の
著
作
と
し
て
の
み
関

心
を
引
い
た
よ
う
で
'
『宋
百
家
詩
存
』
(乾
隆
五
年
)
巻
三
八
に

1

百
九
篇

(連
作
詩
も

1
篇
と
教
え
る
)
が
収
録
さ
れ
る
ほ
か
は
'
『宋

詩
に
語
ら
れ
た

｢現
代
史
｣
(梅
垣
)

詩
紀
事
』
(乾
隆
二

年
)
巻
七
六
に
詩
七
篇
'
『南
宋
文
範
』
(道
光

1
七
年
)
巻
二
八

･
三
〇
･
六
二
に
文

1
篇
ず
つ
が
採
ら
れ
る
に
と

ど
ま
る
｡
卑
見
に
よ
れ
ば
'
晴
代
の
宋
詩
選
集
は
再
尊
兄
さ
れ
た
宋

人
の
作
品
を
積
極
的
に
収
録
す
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
､
『宋
百
家
詩

存
』
の
収
録
教
は
愈
徳
郷
の
知
名
度
を
そ
の
ま
ま
示
す
も
の
で
は
な

④J.
〇
-∨

｢京
口
遣
懐
｣
詩
は
五
言
古
詩
で
入
聾
屋
韻

(鴻
用
)
と
沃

･
燭

韻

(同
用
)
を
通
押
し
'
韻
字
は

『砥
部
韻
略
』
の
収
録
字
嚢
に
ほ

と
ん
ど

一
致
す
る
｡
詩
の
作
成
年
は
､
劉
宣
が
同
知
新
西
宣
慰
司
事
'

張
煩
が
鋸
江
府
絶
管
府
達
魯
花
赤
の
任
に
あ
っ
た
至
元
十
六
年

(
一

⑤

二
七
九
)
頃
に
比
定
で
き
る
｡
張
世
傑

･
陸
秀
夫
ら
宋
の
残
存
政
権

が
消
滅
し
た
そ
の
敷
ヶ
月
後
'
余

徳
鄭
四
十
八
歳
の
時
に
作
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
｡

(a
)
共
有
さ
れ
た

｢現
代
史
｣
認
識

詩
の
歴
史
叙
述
を
整
理
す
る
と
稿
末
の

(衣
)
の
よ
う
に
な
る
｡

宋
末
史
の
叙
述
は
第

一
段
か
ら
第
四
段
'
す
な
わ
ち
第
七
句
か
ら
第

一
五
四
句
ま
で
､
全
篇
の
お
よ
そ
七
割
を
占
め
て
お
り
'
開
慶
元
年
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(元
憲
宗
九
年
､

一
二
五
九
)
九
月
の
元
軍
に
よ
る
郡
州
進
攻
'
い

わ

ゆ
る

｢開
慶
兵
鯛
｣
を
上
限
と
し
'
至
元
十
六
年

(
一
二
七
九
)

二

月
の
庄
山
に
お
け
る
残
存
政
権
消
滅
を
下
限
と
す
る
｡

(秦
)
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
'
詩
に
語
ら
れ
る
歴
史
事
象
は
正

史
や
筆
記
に
ほ
ぼ
例
外
な
-
記
事
を
尊
兄
で
き
'

1
部
の
人
間
の
み

知
-
う
る
よ
う
な
特
殊
な
事
件
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
｡
筆
者
の

考
譜
が
正
し
け
れ
ば
'
詩
は
庄
山
の
残
存
政
権
消
滅
後
､
間
も
な
-

作
ら
れ
て
い
る
か
ら
'
晩
成
の
史
書
を
参
考
に
し
た
可
能
性
は
極
め

て
低
い
｡
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
語
ら
れ
た
歴
史
事
象
が
こ
と
ご
と
-

史
書
に
符
合
す
る
鮎
に
こ
そ
､
こ
の
詩
の
特
異
性
が
あ
る
｡

詩
と
史
書
の
記
事
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
と
い
う
事
賓
は
'
昔
時
の
講

書
人
が
あ
る

〓
疋
の

｢現
代
史
｣
認
識
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
を
示

唆
し
て
は
い
ま
い
か
｡
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
'
歴
史
叙
述
と
は

史
料
を
再
構
成
し
た
二
次
創
作
で
あ
る
が
､
史
料
の
取
捨
選
樺
と
再

構
成
を
つ
か
さ
ど
る
の
は
書
き
手
の
歴
史
観
に
他
な
ら
な
い
｡
そ
れ

は
多
-
の
場
合
個
人
の
創
見
で
は
な
-
公
論
に
も
と
づ
い
て
形
成
さ

れ
'
同
時
代
人
の
間
で
共
有
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
愈
徳
郷
は
お
そ

ら

-

'
そ
の
よ
う
な
共
有
さ
れ
た

｢現
代
史
｣
認
識
に
基
づ
い
て
歴

史
叙
述
を
し
て
お
り
､

一
部
臨
存
の
文
字
資
料
を
参
照
し
た
に
せ
よ
'

自
己
の
髄
験
'
見
聞
'
記
憶
を
有
力
な

｢史
料
｣
に
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
｡
な
ら
ば
'
｢京
口
遣
懐
｣
詩
に
は
常
時
の
江
南
講
書
人
が

共
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
'
史
書
に
ま
と
め
ら
れ
る
以
前
の
､
ご
-

早
い
時
期
の
宋
末
史
認
識
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
｡(ら

)

正

史

の

筆

法

正
史
の
歴
史
叙
述
は
'
大
き
-
分
け
て
歴
史
事
賓
を
述
べ
た
叙
事

の
部
分
と
'
史
官
の
歴
史
批
評
で
あ
る
論
質
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
が
､
｢京
口
遣
懐
｣
詩
は
こ
う
し
た
正
史
の
筆
法
を
意
識
し
て

い

る
｡
そ
の
態
度
は
す
で
に
詩
の
ま
く
ら
に
表
れ
て
い
る

(詩
句
に

附

し
た
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
句
の
番
鋸
､
括
弧
内
は
詩
の
大
意
)0

0-5

借
間
誰
席
階

借
間
す

誰か
席階
な
る

つ
ぶさ

0-6

往
事
具
可
復

往
事

具
に
復

すべ
し

(さ
て
問
う
て
み
た
い

誰
が
災
い
の
沓
端
で
あ
っ

た
か
､
昔
の
事
を

こ
ま
か
に
振
-
返
っ
て
み
よ
う
)

こ
の

一
聯
の
あ
と
'
編
年
膿
に
よ
る
歴
史
叙
述
が
始
ま
る
O
｢往
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事
｣
を
こ
ま
か
に
振
-
返
る
の
は
叙
事
'
政
治
の
得
失
を
問
い
た
だ

し
､
鯛
を
招
い
た

｢席
階
｣
を
突
き
止
め
よ
う
と
す
る
の
は
歴
史
批

評
と
'
そ
れ
ぞ
れ
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

叙
事
と
批
評
の
具
慣
例
と
し
て
'
貢
似
通
執
政
期
の
叙
述
を
取
-

上
げ
る
｡
宋
末
史
前
半
の
主
人
公
で
あ
る
貫
似
道
を
'
語
-
手
は
華

や
か
に
登
場
さ
せ
て
い
る
｡

し
-
映

っ
た
で
あ
ろ
う
｡
詩
は
そ
の
後
き
ら
び
や
か
な
凱
旋
の
さ
ま

を
描
寓
し
て
い
る
が
､
節
の
終
わ
-
に
い
た

っ
て
へ
次
の
よ
う
な
批

019

惟
時
望
公
開

0-0

高
著
擬
方
叔

0-1

通
好
持
相
印

0-2

景
走
書
初
卜

惟
れ
時
に
公
間
を
望

めばなそら

高
き
馨
れ
は
方
叔
に

傑ふ

す
み遥
や
か
に
蹄
-
て
相

印を持
ち

ま
こと

景

走

賓

に
初
め
て

卜す

許
が
括
入
さ
れ
る
｡

脚

蔦
知
事
李
批

0-0

欲
掃
天
下
目

0-1

得
政
曾
幾
何

0-2

故
老
蓋
斥
逐

(思
い
も
よ
る
ま
い

いづく
蔦

ん
ぞ

知
ら
ん

事
の奪
靴
に
し
て

あほ

天
下
の
目
を
操
は
ん

と欲
す
る
を

政
を
得
る
こ
と
曾
て
幾
何
ぞ

故
老

蓋
-
斥
逐
せ
ら
る

言
葉
巧
み
な
阿
り
で
､
天
下
の
目
を
欺
こ
う
と

(と
き
に
朝
と
野
を
見
渡
せ
ば
t
か
の
人

物
の
名
聾
は
北
伐
に
功
の

あ
っ
た
周
の
方
叔
の
ご
と
し
/
中
央
に
取
っ
て
返
す
や
宰
相
と
な
り
､

めでた

｢

景

-

定
ま
る
｣
と
い
う
元
髄
が
そ
こ
で
初
め
て
選
ば
れ
た
)

昔
時
枢
密
使
と
し
て
京
西

･
湖
南
北

･
四
川
方
面
の
軍
事
を
塘

っ
て

い
た
貫
似
道
は
､
郡
州
の
役
を
収
拾
す
る
た
め
前
線
よ
-
召
還
さ
れ
'

右
丞
相
乗
梶
密
使
と
し
て
文
武
両
種
を
掌
握
す
る
｡
両
種
を
委
譲
さ

れ
る
や
幾
月
も
経
た
ぬ
う
ち
に
元
軍
を
撃
退
し
た
彼
の
活
躍
は
､
そ

の
賓
際
は
ど
う
あ
れ
､
前
線
に
疎
い
皇
帝
と
朝
政
官
の
眼
に
は
頼
も

詩
に
語
ら
れ
た

｢現
代
史
｣
(稲
垣
)

し
て
い
た
と
は
/
閣
僚
と
な
っ
て
も
長
頼
き
は
し
な
い
'
古
株
は
み
な

排
斥
さ
れ
て
し
ま
っ
た
)

叙
事
の
間
に
挿
入
さ
れ
る
語
り
手
の
批
評
は
'
正
史
で
い
え
ば
史
臣

の
論
に
相
首
す
る
だ
ろ
う
｡
語
り
手
は
貢
似
道
の
華
々
し
い
凱
旋
に

つ
い
て
語

っ
た
あ
と
'
以
上
の
よ
う
な
短
い
批
評
を
差
し
挟
む
こ
と

で
､
政
治
の
裏
側
を
示
唆
し
て
い
る
｡

歴
史
叙
述
を
ひ
と
つ
の
物
語
と
し
て
見
た
場
合
'
叙
事
の
間
に
括

入
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
批
評
は
'
次
の
節
を
囲
滑
に
語
り
起
こ
し
､

物
語
を
よ
り
劇
的
に
演
出
す
る
伏
線
の
役
割
を
兼
ね
て
い
る
｡

つ
づ

く

1
節
で
は
先
の
批
評
を
伏
線
と
L
t
政
治
の
表
と
裏
を
交
互
に
野
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比
さ
せ
つ
つ
語

っ
た
あ
と

(第
三
十
五
-
四
十
六
句
)'
や
は
-
批
評

に
よ
っ
て
そ
の
後
に
つ
づ
-

一
大
事
件
'
嚢
陽
の
陥
落
を
ほ
の
め
か

し
て
い
る

(第
四
十
七

･
四
十
八
句
)

0

正
史
の
模
倣
に
つ
い
て
は
'
愈
徳
鄭
自
身
が
詩
の
む
す
び
の
な
か

で
解
れ
て
い
る
｡

1-9

安
得
董
狐
輩

畑

直
筆
濡
簡
億

1-1

諌
姦
錬
忠
蓋

1-2

上
輿
麟
経
緯

い
づ
く

安

に

か
得
ん

董
狐
の
輩
の

直
筆
も
て
簡
腰
を
濡
ら
し

姦
を
課
し
て
忠
蓋
を
錬
し

上
は
麟
経
と
頼
-
を

(ど
こ
か
に
お
ら
ぬ
も
の
か

い
に
し
え
の
董
狐
の
ご
と
-
'
あ
り
の

ま
ま
の
事
賓
を
簡
策
に
書
き
つ
け
/
好
臣
に
筆
課
を
下
し
て
忠
臣
を
顕

彰
す
る
へ
そ
の
か
み

『春
秋
j
の
系
譜
に
連
な
る
よ
う
な
良
史
は
)

こ
と
ば
の
表
層
で
は
'
『春
秋
』
の
俸
続
を
薦
ぎ
'
政
治
の
得
失
を

正
し
-
記
録
す
る
'
優
れ
た
史
官
の
出
現
を
期
待
す
る
に
と
ど
ま
る
｡

し
か
し
'
詩
の
大
牛
を
叙
事
に
費
や
し
'
ま
た
批
評
に
よ
っ
て
政
治

の
得
失
を

｢直
筆
｣
し
て
い
る
事
賓
を
顧
み
れ
ば
､
良
史

へ
の
期
待

は
'
作
者
自
身
そ
の
代
役
を
務
め
た
こ
と
の
逆
説
的
表
現
と
し
て
理

解
で
き
る
｡

正
史
の
模
倣
は
第
五
段
に
最
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
｡
太
租
の
即

位
か
ら
靖
康
の
饗
'
南
渡
か
ら
王
朝
の
滅
亡
に
い
た
る
'
宋
朝
三
百

年
の
政
治
史
を
概
括
す
る
こ
の
一
段
は
'
正
史
巻
末
の
論
質
と
同
じ

役
割
を
輿
え
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
｡
第
五
段
は

｢凄
涼
た
-
教
載
の

と
ざ

か
け

間
､
王
侯
は
牛
寂
す
ら
乏
し
｡
九
廟
は
高
泰
に
繁
り
'
五
陵
に
家

う
る
ほ

は
遊
ぶ
｡
向
来

開
聞
の
地
､
雨
露
は
首
荷
を

滋

す

｣
(第

一
百
七

十
七
-

一
百
八
十
二
句
)
と
'
没
落
し
た
皇
族
､
荒
廃
し
た
宗
廟
と
陵

墓
'
い
わ
ゆ
る
黍
離
の
款
を
も

っ
て
締
め
-
-
ら
れ
'
こ
こ
に
お
い

て
詩
に
お
け
る
歴
史
叙
述
の
す
べ
て
が
終
了
す
る
｡

(

C
)

人
名
と
人
物
評
債

ま
-
ら
の

｢借
間
す
誰
か
席
階
な
る
｣
'
む
す
び
の

｢姦
を
課
し

て
忠
義
を
銀
す
｣
に
端
的
に
示
さ
れ
る
が
ご
と
-
'
｢京
口
遺
憾
｣

詩
の
歴
史
批
評
は
人
物
の
正
皆
な
評
債
に
主
眼
が
置
か
れ
て
お
-
t

と
-
わ
け
元
朝
に
締
順
し
た
文
武
の
官
に
封
し
て
厳
し
い
｡
以
下
は
'

新
た
な
王
朝
の
も
と
で
職
を
得
た
未
の
善
臣
に
つ
い
て
述
べ
た

1
節

で
あ
る
｡

か
く
の
ご
と

117

彼
哉
寧
馨
見

彼
な
ら
ん
哉

寧

馨

き

鬼

- o_1-



118

乗
締
卯
爵
線

119

屈
膝
同
所
蹄

1-0

伊
誰
念
王
燭

1-1

江
湖
数
十
郡

E3
李
趨
差
可
錬

1-3

元
悪
迷
是
似

1-4

寓
世
有
鎗
而
心

す
き

か
た
じ
け
な

醇

に

乗
じ
て
爵
緑
を

卯

-

す

膝
を
屈
し
て
蹄
す
る
所
を
同
じ
-
し

)

お
も

伊
れ
誰
か
王
燭
を
念
は
ん
や

江
湖

数
十

郡

ほ
と
ん

李
趨

差

ん

ど
録
す
可
し

元
悪

是
似
に
迷
い

･L･rI

常
世
に
僚
悪
有
-

(彼
や
彼

や
つ
ら
と
-
れ
ば
'
綻
び
に
乗
じ
て
爵
位
と
扶
持
を
頂
戴

す
る
/
ひ
ざ
ま
づ

い
て
1
つ
所
へ
掃
順
L
t
さ
て
誰
が
幼
き
帝
を
気
に

掛
け
よ
う
/
江
南
数
十
郡
の
土
地
に
は
'
お
お
む
ね
李
斯
や
趨
高
の
ご

と
き
好
賊
が
官
僚
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
/
団
を
滅
ぼ
し
た
大
罪
人

は
見
せ
か
け
の
正
し
さ
に
惑
い
へ
寓
世
に
恥
辱
を
残
す
)

か
つ
て
愈
徳
郷
が
知
遇
を
受
け
た
責
高
石
'
ま
た

｢交
瀞
す
る
こ
と

か
く
の
｢)と

最
も
久
し
｣
と
い
わ
れ
る
方
回
が
'
語
-
手

の
い
わ
ゆ
る
｢

寧

馨

⑥

き
兄
｣
(第

一
百
十
七
句
)
で
あ
る
の
は
興
味
深
い
事
賓
で
あ
る

｡

人
物
評
債
の
態
度
は
人
名
の
使
用
法
に
も
表
れ
て
い
る
｡
詩
が
歴

史
叙
述
で
あ
る
以
上
'
人
名

へ
の
言
及
は
避
け
ら
れ
な
い
｡
史
書
の

ご
と
-
そ
の
ま
ま
姓
名
を
記
し
て
は
詩
と
し
て
成
立
し
な
い
た
め
'

詩
に
語
ら
れ
た
｢現
代
史
｣
(稲
垣
)

愈

徳
郷
は
人
名
の
使
用
に
相
鷹
の
工
夫
を
し
て
い
る
｡

ヽ
ヽ

暇

老
夏
亦
遁
逃

老
夏

亦
た
遁
逃
し

つひ

捌

尭
撃
亀
戒
六

寛
に
亀
戒
六

を
学
ぶ

｢老
夏
｣
は
'
軍
人
と
し
て
宋
末
史
に
名
を
残
す
夏
貴
を
指
す
｡
昔

時
の
筆
記
に
'
｢惜
し
む
ら
-
は
天
使
李
公

(庭
芝
)
怯
え
て
敢
え

ヽ
ヽ

い
さ
さ

て
進
ま
ず
'
而
も
夏
老

准
東
と

薄

か

嫌
隙
有
れ
ば
'
合
従
す
る

を
得
ず
｣
(文
天
群

『指
南
鎌
』
巻
三

｢議
糾
合
両
准
復
興
｣
)
と
あ
る
｡

こ
れ
は
苗
再
成
と
い
う
軍
人
の
聾
吉
を
書
き
取

っ
た
も
の
で
あ
る
が
'

こ
の
例
を
見
る
に
'
｢夏
老
｣
な
い
し

｢老
夏
｣
は
昔
時
非
公
式
の

場
で
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
夏
貴
の
呼
桶
で
は
な
か
っ
た
か
｡
い
ず
れ

も
公
式
に
は
ふ
さ
わ
し
-
な
い
呼
栴
で
あ
る
か
ら
'
い
-
ぶ
ん
侮
蔑

の
意
味
合

い
が
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
｡
こ
れ
と
は
封
照
的
に
'
忠
臣

と
し
て
名
高

い
文
天
秤
と
陸
秀
夫
に
つ
い
て
は
､
以
下
の
よ
う
に
姓

に
肩
書
を
加
え
た
敬
稀
が
用
い
ら
れ
て
い
る
｡

ヽ
ヽ

た
ち
ま

ヽ

とヽ
り
こ

117

旋
聞
停
文
相

旋

ち

聞
-

文

相

停

と

な
-

･･)I.I

l18

繋
頚
繁
燕
獄

頚
を
繋
ぎ
て
燕
獄
に
勢

へ
ら
る
と

ヽ
ヽ
ヽ

119

又
聞
陸
元
梶

又
た
聞
-

陸
元

梶

川

抗
節
死
禰
篤

節
を
抗
ぐ
る
こ
と
死
す
る
に
禰
い
よ
篤
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第
七
十
七
冊L

と

諒
を
そ
の
ま
ま
記
す
必
要
が
あ
る
場
合
､

一
般
語
菜
と
し
て
も
謹

め
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
例
え
ば
､
丁
大
全
の
失
脚
を
受
け
てヽ

起
用
さ
れ
'
士
大
夫
の
人
望
を
集
め
て
い
た
呉
潜
は
'
｢明
詔
臣
潜

た
ふ

を
起
こ
し
'
頗

る

る
を
扶
け
て
釣
軸
を
乗
ら
し
む
｣
(第
十
五
･
十
六

ヽ

句
)
と
記
さ
れ
る
｡
こ
の
句
は

｢臣
の
潜
め
る
を
起
た
し
む
｣
と
も

謹
め
る
よ
う
に
'
沈
潜
し
て
い
た
人
物
を
抜
擢
す
る
意
味
が
輿
え
ら

れ
て
い
る
｡
ま
た
'
丁
家
洲
の
役
で
貢
似
通
か
ら
絶
大
格
を
任
さ
れ

ヽ
ヽ

あ
た

た
の

た
孫
虎
臣
は
'
｢繰
統
虎
臣

に

付

へ

'
窺
か
に
晋
の
郁
穀
を

伶

む

｣

(第
六
十
九
･
七
十
句
)
と
あ
る
｡
詩
は
こ
の
後

｢丁
洲
に
前
鋒
を
帥

く
=し

ゐ
る
も
'
末
だ
戦
は
ざ
る
に
兵
は
巳
に
鹿
-
｣
と
頼
-
こ
と
か
ら
'

｢虎
臣
｣
(も
と

『詩
経
』
大
雅
常
武
へ
魯
項
洋
水
の
語
)
と
い
う
勇
ま

し
い
名
前
は
こ
け
お
ど
し
'
戦
う
前
か
ら
お
っ
か
な
び
っ
く
り
t
とヽ

い
っ
た
抑
稔
の
致
果
を
ね
ら
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
｡
｢謹
博
し
て
宜

ヽ中
を
用
ひ
'
魔
の
朴
る
る
に

l
木
も
て
支

へ
し
む
｣
(第
八
十
1
･
八

ヽ
ヽ

十
二
句
)
の
陳
宜
中
､
｢濁
松
の
守
張
滞
'
見
敵
に
し
て
響
鯛
に
闘

ふ
が
ご
と
し
｣
(第

一
百
三
二

百
四
句
)
の
張
滞
な
ど
も
'
い

さ

さ

よろ

あ
た

か
穿
っ
た
見
方
か
も
し
れ
な
い
が
'
｢
宜

し

-

中

る

べ
-
｣
も
な
い

陳
宜
中
が
丞
相
と
な
-
､
ぐ
ず
ぐ
ず
と
濡
滞
す
る
張
膚
が
守
将
を
任

さ
れ
た
と
解
程
で
き
る
｡

ヽ
ヽ

ま
た
未
来
史
叙
述
の
冒
頭
に
は
'
｢穆
陵
乾
符
を
握
-
'
丁
挟
鼎

練
を
覆
す
｣
(第
七
･
八
句
)
と
'
昔
時
の
宰
相
丁
大
全
を
指
す

｢丁

挟
｣
が
用
い
ら
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
元
軍
の
郡
州
進
攻
'
い
わ
ゆ
る

｢開
慶
兵
相
｣
に
つ
い
て
述
べ
て
お
-
'
史
書
に

｢開
慶
の
相
'
丁

大
全
に
始
ま
る
｣
(
『宋
史
』
滅
囲
公
紀
へ
徳
砿
元
年
六
月
丙
午
'
王
磨
麟

の
上
音
)
と
あ
る
ご
と
-
､
事
件
の
責
任
を
彼
に
蹄
す
る
の
は
昔
時

の
公
論
で
あ
っ
た
｡
そ
の
1
万
㌧
宋
末
史
の
最
重
要
人
物
で
あ
-
'

詩
前
半
部
の
主
人
公
で
も
あ
る
貢
似
道
に
つ
い
て
は
'
そ
の
死
を
語

る
段
に
い
た
っ
て
も
姓
名
字
鋸
が
示
さ
れ
な
い
｡
む
ろ
ん
昔
時
の
護

者
に
と
っ
て
は
周
知
の
事
章
で
あ
-
t
と
-
た
て
て
記
す
必
要
も
な

い
の
だ
が
'
王
朝
の
蹄
順
を
語
-
起
こ
す
段
に
な
っ
て
'
は
じ
め
て

彼
の
姓
を
示
唆
す
る
語
が
現
れ
る
｡い
つは

1-5

倍
使
読
成
禽

信
使

読

-

て
禽
と
成
り

ヽ
ヽ

カ

1-6

貢
鯛
幾
覆
族

禍
を
貢
ひ
て
幾
ん
ど
族
を
覆
す

｢貢
禍
｣
は

『左
俸
』
走
公
六
年
に
み
え
る

｢禍
を
招
-
｣
と
い
う

】

カ

意
味
の
語
｡
こ
こ
で
は
商
い
の
意
味
の

｢貢
｣
と
貢
似
通
の

｢頁
｣

∂〃



が
か
け
こ
と
ば
に
な
っ
て
お
り
'
歴
史
事
象
と
し
て
は
元
朝
の
外
交

使
節
で
あ
っ
た
都
経
が
､
貢
似
道
の
指
示
に
よ
-
幽
閉
さ
れ
た
事
件

を
指
し
て
い
る
｡
宋
末
元
初
の
公
論
で
は
､
こ
の
事
件
が
元
朝
の
不

興
を
買
い
'
宋
の
滅
亡
を
早
め
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た

(
『銭
堵
遺

草
』
巻
四

｢拘
留
北
便
｣'
『宋
史
』
巻
四
七
四
姦
臣
･
責
似
通
博
等
)｡
つ

ま
-
請
-
手
は
'
ま
-
ら
で
問
い
か
け
た
王
朝
崩
壊
の

｢席
階
｣

(第
五
句
)
と
し
て
'
丁
大
全
と
貢
似
通
の
姓
を
特
に
記
し
て
い
る

の
で
あ
る
｡
王
朝
崩
壊
が

｢丁
挟
｣
に
始
ま
-

｢要
綱
｣
に
成
就
す

る
と
い
う
見
解
が
'
昔
時
の
公
論
を
承
け
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た

l
O
､レ

(d
)

杜

詩

と

宋

末

正
史
の
文
健
が
時
代
の
曙
好
に
合
わ
せ
て
古
文

･
餅
文
に
書
き
分

け
ら
れ
る
の
に
似
て
'
｢京
口
遣
懐
｣
詩
の

｢文
健
｣
も
昔
時
の
流

行
を
反
映
し
て
い
る
｡

いづく

畑

翠
華
秒
葛
之

翠
華

秒
と
し
て

葛
に
か
之
か
ん

良

1-0

扶
桑
除
目
浴

扶
桑

日
の
浴
す

るを
隣
る

111

魂
断
曲
江
春

魂
は
断
た
る

曲
江
の
春

詩
に
語
ら
れ
た

｢現
代
史
｣
(稲
垣
)

た
め

1-2

新
蒲
為
誰
緑

新
蒲

誰
が

為

に

か
緑
な
る

こ
れ
は
王
朝
の
韓
順
後
'
南
に
逃
れ
た
二
王
の
都
落
ち
に
つ
い
て

語
っ
た

一
節
で
あ
る
｡
他
の
部
分
と
異
な
っ
て
拝
情
的
な
表
現
が
並

ん
で
い
る
が
'
お
お
む
ね
先
人
の
詩
句
か
ら
の
借
用
で
あ
る
｡
｢翠

華
秒
と
し
て
蔦
に
か
之
か
ん
｣
は
'
白
居
易

｢長
恨
歌
｣
の
玄
宗
都

藩
ち
の
-
だ
-

｢翠
華
揺
格
と
し
て
行
き
て
又
た
止
ま
る
､
西
に
都

門
を
出
づ
る
こ
と
百
鎗
里
｣
を
用
い
た
も
の
｡
｢魂
は
断
た
る
曲
江

の
春
'
新
蒲
誰
が
為
に
か
緑
な
る
｣
は
'
杜
甫

｢哀
江
頭
｣
｢少
陵

の
野
老
輩
を
春
み
て
笑
す
'
春
日
潜
行
す
曲
江
の
曲
｡
江
頭
の
宮
殿

とぎ

千
門
を

鎖

し

'
細
柳
新
蒲
誰
が
為
に
か
線
な
る
｣
を
借
用
し
て
い
る
.

南
末
期
に
は
江
西
詩
派
の

｢奪
胎
換
骨
｣
が
流
行
す
る
が
'
｢京
口

遣
懐
｣
詩
の
文
健
に
は
そ
う
し
た

一
時
代
の
噂
好
が
明
瞭
に
反
映
さ

れ
て
い
る
｡

な
か
で
も
杜
甫
か
ら
の
借
用
が
多
い
の
は
､
や
は
-
昔
時
の
気
風

で
あ
ろ
う
｡
杜
詩
の
使
用
に
つ
い
て
は
'
｢奪
胎
換
骨
｣
よ
-
も
む

し
ろ

｢集
句
｣
の
技
法
に
近
い
印
象
さ
え
受
け
る
｡
た
と
え
ば
嚢
陽

陥
落
後
の

一
節
に
'
杜
甫

｢雨
｣
二
首
之
二

(
｢杜
詩
詳
註
』
巻

一

五
)
お
よ
び

｢南
森
に
過
-
て
洞
庭
に
入
る
｣
詩

(同
巻
二
二
)
の

- ∂∫ -
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句
を
借
-
た
､
次
の
よ
う
な

一
聯
が
あ
る
よ

ろす

帆

連
穂
高
腺
腫

椿
を
連
ぬ
る
寓

の

腹
膜

みづ
か

脱

悠
悠
自
回
舶

悠
悠
と
し
て

自

ら

紬
を
回
ら
す

こ
れ
は
天
然
の
大
濠
で
あ
る
長
江
の
突
破
に
頭
を
悩
ま
せ
て
き
た
元

軍
が
'
裏
陽
の
陥
落
を
機
に
水
軍
を
味
方
に
つ
け
た
様
子
を
措
寓
し

た
も
の
で
あ
る
｡
同
時
代
の
文
天
秤
に
'
杜
甫
の
五
言
詩
句
を
抽
出

し
､
そ
れ
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
作
っ
た

『集
杜
詩
』
二
百
首
が
あ
る
｡

そ
の
う
ち
の

一
聯
と
比
較
し
て
ほ
し
い

(『集
杜
詩
』
第
九

｢京
湖
宣

間
｣'
括
弧
内
は
原
注
)｡

連
格
別
州
船

(雨
)

椿
を
連
ぬ
刑
州
の
船

悠
悠
回
赤
壁

(過
南
山獄
人
洞
庭
)
悠
悠
と
し
て
赤
壁
を
回
る

両
者
と
も
ほ
ぼ
同

一
の
句
法
で
あ
-
'
愈
徳
郷
の
1
聯
が
集
句
詩
的

な
馨
想
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
だ
ろ
う
｡
『集
杜

詩
』
は
至
元
十
七
年

(
二
一八
〇
､
文
夫
畔

｢自
序
｣
識
語
)
の
作
で

あ
る
か
ら
'
句
法
の
一
致
は
偶
然
に
過
ぎ
な
い
｡
愈

徳
郷
に
も

｢竹

院

逢

借

(竹
院
に
借
に
準
っ
)
を
以
て
韻
と
為
し
て
杜
工
部
の

句
を
集
め
鶴
林
老

別
流
椎
師
に
贈
る
｣
四
首

(巻
二
)
が
あ
る
よ

う
に
'
杜
詩
集
句
は
昔
時
の
讃
善
人
の
間
で
流
行
し
た
知
的
遊
戯
で

あ
っ
た
｡
い
ま
試
み
に

｢京
口
遣
懐
｣
詩
と

『集
杜
詩
』
双
方
に
使

用
さ
れ
る
杜
詩
句
を
列
挙
す
れ
ば
以
下
の
と
お
-
で
あ
り
へ
杜
甫
の

詩
句
に
攻
撃
を
加
え
ず
そ
の
ま
ま
用
い
た
例

(◎
を
附
け
た
も
の
)
が

二
例
あ
る

(杜
詩
の
原
題
は

『集
杜
詩
』
原
注
に
明
記
さ
れ
る
た
め
省
略
)｡

疾
風
捲
責
屋

(｢京
口
遭
懐
｣
第
二
句
)
/
黄
屋
朔
風
巻

(『集
杜

詩
｣
第
二
十
一
)

潰
卒
争
例
文

(第
七
十
三
句
)
/
士
卒
終
倒
戟

(第
二
十
六
)

◎
水
陸
迷
長
途

(第
九
十
一
句
)
/
水
陸
迷
長
途

(第
十
四
)

至
今
用
錨
地

(第
九
十
七
句
)
/
到
今
用
銭
地

(第
六
十
八
)

屈
膝
同
所
蹄

(第
1
百
十
九
句
)
/
逆
節
同
所
蹄

(第
二
十
五
)

◎
元
悪
迷
是
似

(第
一
百
二
十
三
句
)
/
元
暮
迷
是
似

(第
十
二
)

故
国
弄
丘
櫨

(第
一
百
三
十
七
句
)
/
故
園
芥
丘
嘘

(第
三
十
四
)

詩
句
の
借
用
が
'
詩
人
と
し
て
の
技
術
の
限
界
を
示
す
の
も
事
賓

で
あ
ろ
う
｡
だ
が
'
宋
元
交
代
期
に
お
け
る
杜
詩
の
借
用
に
は
､
詩

的
技
巧
を
離
れ
た
格
別
の
意
義
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
｡
張
戒

『歳
寒
堂
詩
話
』
に
代
表
さ
れ
る
ご
と
く
'
昔
時
忠
君

愛
国
の
詩
人
と
し
て
再
議
さ
れ
て
い
た
杜
甫
は
､
詩
作
の
み
な
ら
ず

⑦

士
人
と
し
て
の
模
範
で
も
あ
っ
た

｡

文
天
秤
は

『集
杜
詩
』
自
序
で

oo



｢凡
そ
吾
が
意
の
言
わ
ん
と
欲
す
る
所
の
者
'
(杜
)
子
美

先
に

た
め
馬

に

之
を
代
言
す
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
こ
れ
は
熱
烈
な
杜
詩
愛
好
の

告
白
と
も
､
集
句
の
遊
戯
性
を
輯
晦
す
る
た
め
の
修
辞
と
も
解
さ
れ
'

そ
の
ど
ち
ら
も
正
し
い
｡
し
か
し
'
杜
甫
が
忠
臣
を
自
認
す
る
文
天

秤
の
代
締
着
に
な
-
得
る
の
は
'
ま
さ
し
-
杜
詩
に

｢忠
節
の
う

た
｣
と
い
う
付
加
債
値
が
あ

っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
こ
と
宋

元
交
代
期
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
わ
る
詩
作
に
お
い
て
､
杜
詩
は
人

口
に
膳
灸
す
る
が
ゆ
え
で
は
な
-
'
忠
君
愛
園
の
う
た
で
あ
れ
ば
こ

そ
借
用
さ
れ
る
と
い
う

一
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
｡
『集
杜
詩
』

は
杜
詩
集
句
に
よ
っ
て
宋
末
の
大
事
を
綴

っ
た
連
作
詩
で
あ
-
'
詩

に
よ
っ
て
歴
史
を
振
-
返
る
構
想
は

｢京
口
蓬
懐
｣
詩
に
似
て
い
る
｡

お
そ
ら
-
愈
徳
郷
の
心
理
の
根
底
に
も

『集
杜
詩
』
自
序
と
共
通
の

意
識
が
は
た
ら
い
て
い
る
だ
ろ
う
｡
宋
末
の
士
人
が
政
治
的
理
想
を

詩
に
表
現
す
る
と
き
'
通
俗
的
で
は
あ
る
が
最
も
説
得
力
を
有
し
た

方
法
こ
そ
'
杜
詩
の
模
倣
な
い
し
借
用
で
あ

っ
た
と
言
え
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
｡

四

詩
の
創
作
意
園

さ
て
'
愈
徳
郷
は
い
わ
ゆ
る
宋
の
遭
民
で
あ
-
'
張
煩

･
劉
宣
は

元
の
地
方
官
僚
で
あ

っ
た
｡
遺
民
で
あ
る
愈
徳
郷
が
元
朝
の
地
方
官

と
親
し
-
交
際
L
t
｢京
口
遣
懐
｣
詩
を
さ
さ
げ
て
い
る
の
だ
か
ら
'

こ
の
詩
は
末
の
奮
士
大
夫
盾
が
互
い
の
感
傷
を
癒
す
た
め
に
作

っ
た

｢道
民
詩
｣
で
は
な
い
｡
そ
れ
で
は

1
膿
な
ぜ
､
こ
の
よ
う
な
長
編

詩
を
元
朝
の
士
人
に
謹
ま
せ
る
必
要
が
あ

っ
た
の
か
｡

(a
)
記

憶

の

喚

起

｢京
口
遣
懐
｣
詩
は
揚
州
を
め
ぐ
る
攻
防
戦
に
つ
い
て
詳
し
-

語

っ
て
い
る
｡
愈
徳
郷
の
住
む
鋸
江
は
長
江
を
挟
ん
で
揚
州
の
封
岸

に
位
置
し
て
お
-
'
第

一
に
こ
う
し
た
距
離
の
近
さ
が
語
り
の
密
度

に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

くる

雌

庭
芝
困
贋
陵

庭
芝
は
贋
陵
に
困
し
み

た
く
は

な

1-6

儲
亡
二
年
粟

儲

へ
に
二
年

の
粟
亡
し

つと

1-7

力
戦
伺
可
支

力
め
て
戦
は
ば
筒
は
支
ふ
可
き
も

すなわ

1-8

而
乃
事
蛸
縮

而
乃
ち
蛸
縮
を
事
と
す

∂7

詩
に
語
ら
れ
た

｢現
代
史
｣
(稲
垣
)
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乙
亥
仲
夏
交

北
向
馨

一
飯

死
傷
近
七
千

従
此
綴
推
穀

浮
海
未
及
梓

1-4

委
身
飼
地
壊

135

妾
才
就
査
醸

捕

准
城
危
破
竹

乙
亥

仲
夏
の
交

北
に
向
ひ
て

l
鉄
を
尊
す
る
も

死
傷

七
千
に
近
-

や

此
れ
従
-
推
穀

す
る
を

較
む
い
か

だ

海
に
浮
ぽ
ん
と

して
末

だ
梓

す
る
に

及
ぼ
ざ
る
に

ゆ
だ

身
を
飼

へ
る
地
腹
に
委

ぬ

妾
才

葱
酸
に
就
け
ば

准
城

危
き
こ
と
破
竹
の
ご
と
し

(李
庭
芝
は
揚
州
の
守
備
に
苦
戦
し
た
が
､
二
年
分
の
兵
糧
の
備
蓄
す

ら
な
い
/
奮
戦
す
れ
ば
持
ち
こ
た
え
ら
れ
た
は
ず
だ
が
､
こ
と
も
あ
ろ

う
に
穀
を
閉
ざ
し
て
龍
城
を
決
め
込
ん
だ
/
徳
砿
元
年
五
月
､
北
軍
に

1
矢
報
い
よ
う
と
試
み
る
も
/
死
傷
者
は
七
千
に
近
-
､
北
軍
は
こ
れ

を
境
に
自
ら
仕
掛
け
る
の
を
止
め
て
し
ま
う
/
釜
王
の
南
方
政
権
の
招

いかだ

き
に
感
じ
ょ
う
と

ま
だ
海
に

筏

せ

ぬ
う
ち
に
'
子
飼
い
の
マ
ム
シ

に
我
が
身
を
預
け
る
/
妻
才
が
庭
刑
さ
れ
て
塵
漬
け
に
な
る
と
､
涯
南

の
諸
城
は
も
は
や
竹
を
割
る
も
同
前
の
も
ろ
さ
)

｢
乙
亥
仲
夏
の
交
｣
は
本
来
､
季
夏
六
月
と
す
べ
き
と
こ
ろ
｡
徳
砿

元
年
五
月
'
元
軍
の
司
令
官

･
阿
北
は
楊
子
橋
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築

き
'
宋
軍
の
涯
東
方
面
の
糧
道
を
遮
断
す
る
｡
翌
六
月
'
揚
州
の
都

枕
で
あ

っ
た
妻
才
は
兵
二
寓
を
率
い
て
楊
子
橋
に
夜
襲
を
か
け
る
が
､

大
敗
し
て
そ
の
捕
虜

一
高
八
千
人
が
斬
首
さ
れ
た

(
『元
史
』
世
租
紀

五
)｡
｢死
傷
七
千
に
近
し
｣
は
へ
こ
の
楊
子
橋
の
敗
戦
を
う
た

っ
て

い
る
｡
そ
の
後
'
阿
北
は
包
囲
網
を
敷

い
て
持
久
戦
に
持
ち
込
む

(
『宋
史
』
巻
四
二
一
李
庭
芝
博
'
巻
四
五

一
章
才
俸
)
｡
｢儲

へ
に
二
年

の
粟
亡
し
｣
は
'
補
給
線
を
断
た
れ
た
揚
州
の
窮
状
を
い
う
｡
未
の

蹄
順
後
も
揚
州
は
降
伏
せ
ず
'
徳
柘
二
年
七
月
'
総
司
令
官
の
李
庭

芝
は
陳
宜
中

･
張
世
傑
の
暫
定
政
府
に
参
加
す
べ
-
'
海
路
南
を
目

指
す
｡
と
こ
ろ
が
留
守
に
残
し
た
朱
像
と
い
う
者
が
､
城
を
奉
げ
て

元
軍
に
降
伏
し
て
し
ま

っ
た
｡
迫
撃
を
受
け
た
李
庭
芝
と
妾
才
は
捕

ら
え
ら
れ
'
ほ
か
な
ら
ぬ
朱
襖
の
建
議
に
よ
っ
て
斬
首
さ
れ
る

(李

庭
芝
博
)｡
｢身
を
飼

へ
る
地
腹
に
委
ぬ
｣
は
'
柳
宗
元

｢捕
蛇
者

説
｣
を
意
識
し
っ
つ
､
部
下
に
後
弾
を
撃
た
れ
た
李
庭
芝
の
不
達
を

う
た

っ
て
い
る
｡

注
意
し
た
い
の
は
､
揚
州
攻
略
の
練
司
令
官
で
あ

っ
た
阿
北
が
､

か

つ
て
愈
徳
郷
に
仕
官
を
促
し
た
人
物
で
あ
-

(前
掲

『至
順
銀
江

oS



志
』
)
'
ま
た
詩

の
受
け
手

の

一
人
で
あ
る
張
煩
が
'
本
俸
に

｢宋
婿

)q･p.,

李
庭
芝

城
を
棄

て
て
泰
州
に
遁
る
る
に
､
煩

兵
を

領

め

て
揚
州

み
づ
か

城
下
に
迫
-
､
窮

ら

社
き
て
招
諭
す
｡
制
置
宋
換

城
を
以

て
降

り
､
庭
芝
も
亦
た
檎
に
就
-
｣
と
あ
る
ご
と
-
'
揚
州
陥
落

の
中
心

人
物
で
あ

っ
た
こ
と
だ
｡

つ
ま
り
揚
州
は
'
詩

の
書
き
手

･
受
け
手

双
方

の
生
々
し
い
記
憶
を
喚
起
す
る
土
地
で
あ

っ
た
｡

(b
)

歴
史
叙
述
と
隠
逸
宣
言

詩

の
大
部
分
を
歴
史
叙
述
に
費
や
し
た
語
-
手
は
､
む
す
ぴ
に
お

い
て
江
南

の

1
布
衣
と

い
う
本
来
の
姿
に
戻
る
｡

を
曳
き
ず
る
か
の
よ
う
で
'
垢
じ
み
て
も
洗
う
こ
と
す
ら
忘
れ
て

し
ま
う
/
足
跡
を
際
し
て
は
淵
に
住
む
山
赦
免
か
ら
笑
わ
れ
'
わ

ヽ
ヽ
ヽ

ず
か
な
糧
を
得
て
は
腹
を
す
か
せ
た
あ
ひ
る
に
恥
じ
入
る
)

いづ
く

こ
の
後
'
す
で
に
引
用
し
た

｢

安

に

か
得
ん
董
狐

の
輩

の
'
直
筆

も
て
簡
億
を
濡
ら
し
'
姦
を
課
し
て
忠
蓋
を
録
L
t
上
は
麟
経
と
頼

-
を
｣
と

い
う
良
史

へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
'
次
の
よ
う
に
詩
は
む

す
ば
れ
る
｡

1-3

老
我
亦
何
番

1-4

窮
途
困
帝
東

城

愁
傷
覚
衰
曳

1-6

垢
蹴
忘
無
休

1-7

整
跡
笑
桓
鋭

1-8

窺
食
懐
飢
驚

老
い
た
る
我
れ

亦
た
何
を

か
寅
さ
ん

き
は

く
る

途
に
窮
ま
-
て
車
乗
に
困
し
む

愁
傷
し
て
衰
曳
を
覚
え

垢
朕

た
る
も
頼
休
を
忘
る

･刀′＼

跡
を
敦
し
て
は
桓
脱
に
笑
は
れ

ぬ
す

食
を
窺
み
て
は
飢
鷲
に
悦
づ

1-3

海
寓
今

一
家

1-4

貢
賦
均
四
隣

1-5

化
日
満
窮
閤

捕

淳
風
愛
頼
俗

1-7

徐
生
幸
未
化

1-8

刀
剣
易
牛
憤

畑

別
種
郡
平
瓜

2-0

且
植
淵
明
菊

海
寓

今

一
家
ひ
と

貴
賎

四
襖
に
均
し

化
日

窮
間
に
満
ち

淳
風

葬
俗
を
饗
ず

鎗
生

幸
ひ
に
未
だ
化
せ
ず
し
て

･刀

刀剣
も
て牛
横
に
易
ふ

いささ
う

柳
か

種
え
ん

郡
午
の
瓜

しばら
且
-

植え
ん

淵
明
の
菊
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(老
い
ぼ
れ
の
私
に
今
さ
ら
何
が
で
き
よ
う
'
八
方
塞
が
-
で
旗
の
空

に
あ
え
い
で
い
る
と
い
う
の
に
/
あ
ま
-
の
感
傷
に
衰
弱
し
た
倦

詩
に
語
ら
れ
た

｢現
代
史
｣
(梅
垣
)

(四
海
は
今
や
一
つ
屋
根
と
な
-
'
朝
貢

･
租
税
は
四
連
に
均
し
-
行

ひ
かり

わ
れ
て
い
る
/
太
平
の

日

は

貧
し
い
巷
に
ま
で
満
ち
'
恵
み
の
風
が

乱
れ
た
風
俗
を

一
撃
し
た
/
幸
い
に
残
-
の
人
生
は
ま
だ
終
わ
っ
て
お
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ら
ず
'
武
器
を
持
つ
手
を
牛
を
曳
-
手
に
替
え
る
/
と
り
あ
え
ず
郡
平

の
よ
う
に
瓜
で
も
種
ま
き
､
陶
淵
明
の
よ
う
に
菊
で
も
植
え
て
暮
ら
そ

う
)

｢柳
か
種
え
ん
郡
平
の
瓜
'
且
-
植
え
ん
淵
明
の
菊
｣
と
締
め
-
-

ら
れ
る
む
す
び
の
隠
逸
宣
言
は
'
歴
史
叙
述
に
徹
し
て
き
た
詩
の
展

開
か
ら
見
て
い
か
に
も
唐
突
で
あ
る
｡
ま
た
､
現
在
の
窮
状
を
説
き
'

隠
逸
へ
の
志
向
を
述
べ
る
な
か
で
､
に
わ
か
に
良
史

へ
の
期
待
が
語

ら
れ
る
の
も
理
解
し
が
た
い
｡
む
す
び
に
あ
ら
わ
れ
た
歴
史
叙
述
と

自
己
言
及
の
ち
ぐ
は
ぐ
な
関
係
に
は
'
｢京
口
遣
懐
｣
詩
作
成
の
ふ

た
つ
の
意
囲
､
す
な
わ
ち
宋
末
史
の
叙
述
と
い
う
内
的
な
欲
求
と
､

仕
官
の
拒
否
と
い
う
外
的
な
用
途
が
謹
み
取
れ
る
｡

『至
順
鋲
江
志
』
に
は
'
阿
茄
に
よ
る

｢行
省
都
中
｣
へ
の
推
挙

を
'
愈
徳
郷
が
拒
否
し
た
と
記
さ
れ
て
い
た
｡
｢行
省
郎
中
｣
と
い

え
ば
'
至
元
十
二
年

(徳
砧
元
年
)
昔
時
の
劉
宣
と
同
等
の
職
で
あ

る
｡
推
挙
を
断

っ
た
後
も
友
人
の
張
煩

･
劉
宣
ら
が
再
三
勧
誘
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
｡
｢京
口
遣
懐
｣
詩
が
至
元
十

六
年
の
作
で
あ
る
な
ら
ば
'
お
-
L
も
元
朝
に
よ
る
南
方
文
人
の
登

用
が
盛
ん
な
時
期
に
あ
た
る
｡
『至
順
鋸
江
志
』
の

｢行
大
司
農

･

司
江
漸
行
省
'
累
ね
て
薦
む
る
も
皆
な
起
た
ず
｣
と
は
'
ほ
か
な
ら

ぬ
友
人
た
ち
の
推
挙
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
｡

先
に
見
た
と
お
-
'
愈
徳
和
は
揚
州
の
抵
抗
戦
に
つ
い
て
詳
し
-

語
る
こ
と
で
'
作
者
と
讃
者
'
双
方
の
生
々
し
い
記
憶
を
喚
起
し
て

い
る
｡
そ
し
て
'
元
朝
に
出
仕
し
た
末
の
善
臣
を
厳
し
-
批
判
し
'

み
ず
か
ら
も
隠
逸
を
宣
言
す
る
こ
と
で
､
出
虞
進
退
に
封
す
る
自
己

の
態
度
を
明
確
に
示
し
て
い
る
｡
揚
州
陥
落
の
立
役
者
で
あ
っ
た
張

煩
は
'
こ
の
よ
う
な
友
人
に
射
し
'
そ
れ
以
上
仕
官
を
勧
め
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
か
｡
愈
徳
郷
が
元
朝
の
地
方
官
に
長
編
詩
を
さ
さ
げ
た
意

園
は
こ
こ
に
あ
る
｡
歴
史
叙
述
に
よ
っ
て
讃
者
の

｢現
代
｣
の
記
憶

を
喚
起
し
'
自
己
の
立
場
を
明
示
す
る
こ
と
で
'
元
朝
へ
の
仕
官
を

劃
然
と

(た
だ
し
詩
歌
を
用
い
る
こ
と
で
娩
曲
に
)
拒
否
し
て
い
る
の

で
あ
る
｡

(C
)
作
者
と
語
り
手

先
行
す
る
詩
歌
作
品
と

｢京
口
遣
懐
｣
詩
と
を
分
か
つ
最
も
大
き

な
特
徴
は
'
自
博
か
ら
距
離
を
置
き
､
歴
史
叙
述
に
徹
し
て
い
る
鮎

に
あ
る
｡
し
か
し
'
む
す
び
を
除
-
歴
史
叙
述
の
な
か
で
た
だ

一
聯
'

7()



愈
徳
郷
が
宋
末
史
の
語
-
手
と
し
て
で
は
な
く
'
私
的
個
人
と
し
て

請
-
の
表
盾
に
現
れ
た

箇
所
が
あ
る
｡

ああ

わ

0-9

塞
予
客
朱
方

菱

予
れ

宋
方
に
客
し

0-0

沈
憂
髪
曲
局

沈
憂
に
髪
は
曲
局
た
-

(あ
あ

私
は
丹
陽
に
寓
居
L
t
沈
賓
の
あ
ま
-
ざ
ん
ば
ら
宴
)

こ
れ
は
貫
似
道

の
死
に
つ
い
て
語
-
終
え
た
直
後

の

一
聯
で
'

｢塞
｣
は

『楚
節
』
に
頻
出
す
る
歎
辞
'
｢朱
方
｣
は
作
者
余
徳
郷

の
住
む
鋸
江

(現
鎮
江
市
丹
徒
喧
)
の
吉
名
で
あ
る
｡
そ
れ
ま
で
宋
末

史
の
語
-
手
に
徹
し
'
貢
似
通
の
条
華
と
没
落
に
つ
い
て
語
り
継
い

で
き
た
愈
徳
郷
は
'

1
時
代
の
終
蔦
に
あ
た
っ
て
に
わ
か
に
歴
史
叙

述
を
逸
脱
し
､
江
南
の
一
布
衣
と
し
て
私
的
な
経
歴
を
差
し
挟
ん
で

い
る
｡
こ
の
一
聯
の
あ
と
'
愈
徳
郷
は
ふ
た
た
び
宋
末
史
の
語
-
辛

に
戻
-
'
む
す
び
に
い
た
る
ま
で
そ
の
姿
を
現
さ
な
い
｡

こ
の
よ
う
な
構
成
か
ら
立
ち
現
れ
て
-
る
の
は
'
大
き
-
渦
巻
-

わ
たく
し

時
代
の
潮
流
と
､
卑
小
な

私

と

の
野
比
で
あ
ろ
う
｡
詩
の
な
か
で

史
臣
に
替

っ
て
権
勢
家
に
筆
課
を
下
す
私
は
'
現
害
の
同
時
代
史
に

あ
っ
て
は
郷
東
進
士
の
ま
ま
王
朝
の
滅
亡
を
む
か
え
た

一
布
衣
に
過わ

ぎ
な
い
｡
王
朝
最
後
の
黄
金
期
の
終
蔦
に
あ
た
っ
て
卑
小
な

｢
予

詩
に
語
ら
れ
た
｢現
代
史
｣
(稲
垣
)

れ
｣
を
括
し
挟
ん
だ
の
は
'
進
士
出
身
者
と
し
て
堂
々
と
囲
政
に
参

輿
で
き
な
か
っ
た
現
賓
の
自
己
に
'
否
歴
な
し
に
引
き
戻
さ
れ
た
た

め
で
は
な
か
っ
た
か
｡
歴
史
叙
述
の
亀
裂
か
ら
わ
ず
か
に
顔
を
覗
か

せ
る
自
己
言
及
に
､
時
代
に
乗
り
遅
れ
た
謹
書
人
の
自
意
識
を
謹
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
｡
元
朝
士
人
に
向
け
た
歴
史
語
-
は
'
賓
際
に

は
み
ず
か
ら
過
ご
し
た

1
時
代
を
捉
え
直
す
た
め
の
'
自
己
に
封
す

る
語
り
聞
か
せ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
｡

五

お

わ

-

に

以
上
の
ご
と
-
､
愈
徳
鄭

｢京
口
遣
懐
｣
詩
は
長
編
古
詩
の
形
式

を
用
い
て
昔
時
に
お
け
る

｢現
代
史
｣
を
叙
述
し
て
お
-
､
叙
事
と

歴
史
批
評
を
兼
ね
備
え
た
そ
の
形
式
は
正
史
の
筆
法
を
多
分
に
意
識

し
た
も
の
で
あ
っ
た
｡
正
史
の
文
鰹
が

一
時
代
の
時
好
を
反
映
す
る

よ
う
に
'
｢京
口
遣
懐
｣
詩
も
南
宋
末
の
詩
風
を
反
映
し
'
先
人
の

詩
句
を
多
数
借
用
す
る
と
い
う
特
徴
を
持

っ
て
い
る
｡
詩
の
七
割
を

占
め
る
歴
史
叙
述
か
ら

一
韓
､
む
す
ぴ
に
お
い
て
愈
徳
郷
は
宋
末
史

の
語
り
手
か
ら
現
寮
の
1
布
衣
に
戻
-
'
隠
逸
へ
の
志
向
を
述
べ
て

い
る
｡
歴
史
叙
述
と
隠
逸
宣
言
と
い
う
二
重
構
造
に
は
'
詩
作
の
ふ

71
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た
つ
の
意
囲
う

す
な
わ
ち
同
時
代
を
歴
史
と
し
て
捉
え
直
そ
う
と
す

る
知
的
欲
求
と
'
元
朝

へ
の
出
仕
を
劃
然
と
拒
否
す
る
賓
際
的
用
途

と
が
謹
み
取
れ
る
｡

詩
に
よ
る
歴
史
叙
述
の
先
行
例
と
し
て
'
｢詩
史
｣
と
許
さ
れ
る

杜
詩
が
あ
る
I

と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
｡
周
知
の
ご
と
-

｢詩
史
｣
の
評
語
の
最
も
早
い
例
は
､
娩
唐

･
孟
葉

『本
事
詩
』
高

こと
r～)と

逸

｢杜
は
緑
山
の
難
に
逢
い
'
院

･
萄
に
流
離
L
t

畢

-
詩
に
陳

べ
'
見
は
る
る
を
推
し
て
障
る
る
に
至
り
､
殆
ど
通
事
無
し
､
故
に

昔
時
壊
し
て

『詩
史
』
と
為
す
｣
で
あ
る
.
こ
の
記
述
か
ら
明
ら
か

な
と
お
-
'
後
世
の
讃
者
は
杜
詩
に

｢畢
-
詩
に
陳
べ
｣
る
叙
事
性

と
'
｢推
見
至
隠
｣

つ
ま
-

『春
秋
』
に
代
表
さ
れ
る
徴
言
大
義
の

歴
史
批
評
性
を
兄
い
だ
し
て
い
る
｡
『本
事
詩
』
の
説
の
と
お
-
で

あ
る
な
ら
ば
'
杜
詩
は
本
稿
の
い
う
'
詩
に
よ
る
歴
史
叙
述
そ
の
も

の
で
あ
る
｡

た
し
か
に
杜
詩
は

一
種
の
記
録
性
を
有
し
て
い
る
｡
し
か
し
､
そ

れ
を
歴
史
叙
述
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
他
な
ら
ぬ
讃
者
で
あ
る
こ
と

を
､
我
々
は
見
落
と
し
が
ち
で
あ
る
｡
杜
詩
の
讃
者
に
は
'
す
で
に

他
の
請
書
人
た
ち
と
共
有
さ
れ
た
､
唐
代
史
の
お
ぼ
ろ
げ
な
イ
メ
-

ジ
が
あ
る
｡
讃
者
は
杜
詩
の
な
か
に
安
史
の
乱
前
後
の
歴
史
事
象
を

再
沓
見
し
､
そ
れ
を
史
料
と
し
て
自
己
の
唐
代
史
イ
メ
ー
ジ
を
よ
-

鮮
明
に
描
き
直
す
｡
讃
者
に
よ
る
唐
代
史
の
語
-
直
し
が
､
愈
徳
郷

の
歴
史
叙
述
と
同
様
の
過
程
を
た
ど

っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
ほ

し
い
｡
語
り
直
し
と
い
う
二
次
創
作
を
経
な
け
れ
ば
'
杜
詩
は

｢詩

史
｣
た
り
得
な
い
の
で
あ
る
｡

｢哀
江
南
賦
｣
｢観
我
生
賦
｣
が
自
侍
的
か
つ
同
時
代
史
的
で
あ
る

と
指
摘
し
た
早
い
例
と
し
て
'
興
膳
宏

『望
郷
詩
人

康
信
-

そ
の

詩
と
生
涯
』
あ
と
が
き

(中
園
の
詩
人
四
㌧
東
京
'
集
英
社
'
一
九
八

≡
)'
ま
た
雨
賊
を
比
較
し
た
専
論
に
'
土
屋
昌
明

｢顔
之
推

『観
我

生
賦
』
に
つ
い
て
-

康
信

m
泉
江
南
賦
』
と
の
野
比
に
お
い
て

-

｣
(『国
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
二
'

一
九
九

一
)
が
あ
る
｡

好
川
聴

｢韓
愈
の
長
編
回
想
詩
を
め
ぐ
っ
て
ー

杜
甫
と
の
比
較
か

ら
-

｣
(『日
本
中
隊
学
舎
報
』
六
八
へ
二
〇
〇
八
)
は
'
自
侍
文
学

を
推
し

贋
げ
た

｢長
編
回
想
詩
｣
の
視
座
か
ら
中
庸
ま
で
の
詩
人
､
杜

甫

･
自
居
易

･
元
積

･
割
高
錫
の
一
百
韻
詩
に
つ
い
て
解
れ
て
い
る
｡

中
庸
以
後
で
は
李
商
隙

｢行
次
西
郊
作

一
百
韻
｣'
皮
目
休

｢具
申
苦

両
国
書

一
百
韻
寄
魯
望
｣'
陸
亀
豪

｢奉
酬
襲
美
先
輩
具
申
苦
雨

!
百
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韻
｣'
幸
荘

｢和
鄭
拾
遺
秋
日
感
事

一
百
韻
｣
等
が
あ
り
､
う
ち
章
荘

の
詩
は
唐
末
の
歴
史
事
象
を
う
た
っ

て
い
る
が
､
槍
護
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
｡

③

沿
海
制
置
使
に
つ
い
て
､
『宋
史
』
職
官
志
七

(巻

一
六
七
)
制
置

億
の
候
に

｢又
た
沿
海
制
置
使
有
-
､
明
州

(慶
元
府
'
府
廉
は
鄭
解
'

現
漸
江
寧
波
)
の
守
臣
を
以
て
之
を
領
す
｣
と
あ
る
｡
た
だ
し
黄
高
石

の
慶
元
府
へ
の
差
遣
は
史
書
に
見
え
な
い
｡

④

江
元
量
の
選
集
収
録
が
同
様
の
傾
向
に
あ
る
｡
拙
稿

｢江
元
量
の

『湖
州
歌
』
九
十
八
首
に
つ
い
て
｣
(
『中
国
文
学
報
』
六
七
'
二
〇
〇

四
)
参
照
｡

⑤

作
成
年
比
定
の
根
様
は
次
の
通
り
｡
話
題
に
お
い
て
劉
宣
は

｢劉
伯

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

宣
郎
中
｣
と
呼
桶
さ
れ
て
い
る
｡
劉
宣
が
行
省
郎
中

(従
五
品
)
か
ら

同
知
新
西
宣
慰
司
事

(従
三
品
)
に
移
る
の
は
宋
朝
が
蹄
順
し
た
至
元

十
三
年
で
あ
る
が
へ
詩
本
編
に
は
残
存
政
権
の
消
滅
が
描
か
れ
て
い
る

た
め
'
至
元
十
六
年
二
月
以
降
の
作
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
ま
た
張

煩
は
至
元
十
六
年
五
月
'
辞
職
し
て
故
郷
に
戻
る
｡
話
題
に
は
諸
友
に

｢寄
す
｣
で
は
な
く

｢呈
す
｣
と
あ
る
か
ら
､
張
煩
を
含
む
詩
の
受
け

手
は
愈
徳
郷
の
近
連
に
い
た
と
思
わ
れ
る
｡
も
っ
と
も

｢呈
｣
は
献
呈

す
る
と
い
う
行
為
に
重
心
が
あ
-
'
｢寄
｣
は
手
紙
で
寄
越
す
と
い
う

手
段
に
重
心
が
あ
る
の
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